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私
た
ち
は
、パ
ス
テ
ル
画（
洋
画
）の

グ
ル
ー
プ
で
、公
民
館
講
座
終
了
後
に
６
名

で
発
足
い
た
し
ま
し
た
。

　
平
成
18
年
の
、中
央
公
民
館
で
の
美
彩
会

パ
ス
テ
ル
画
展
は
大
好
評
で
、町
内
外
よ
り

沢
山
の
方
々
に
御
高
覧
頂
く
こ
と
が
で
き
、

そ
の
折
に
、 

４
名
の
方
が
入
会
。

　
今
年
で
７
年
に
な
り
ま
す
が
、花
や
静
物
、

風
景
な
ど
、 

楽
し
く
描
い
て
い
ま
す
。

　
毎
月
、第
一
・
三 

月
曜
日
を
勉
強
会
と
し
て

（
祝
日
な
ど
で
変
更
の
時
あ
り
）パ
ス
テ
ル
画

の
上
達
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
と
は
言
う
も
の
の
、冗
談
を
言
っ
た
り
、

世
間
話
を
し
た
り
、情
報
交
換
を
し
た
り
、

ワ
イ
ワ
イ
ガ
ヤ
ガ
ヤ
と
仲
良
く
、楽
し
く
、

面
白
く
、真
面
目
に
パ
ス
テ
ル
画
を
描
い
て

い
ま
す
。

　
今
年
は
秋
の
文
化
祭
へ
の
出
品
と
、

グ
ル
ー
プ
展
が
開
催
で
き
た
ら
良
い
な
と

思
っ
て
い
ま
す
。

【
パ
ス
テ
ル
画
と
は
】

★
チ
ョ
ー
ク
状
で
子
供
の
ク
レ
ヨ
ン
の
よ
う
に

　
気
軽
に
書
け
る
。

★
パ
ス
テ
ル
は
18
世
紀
頃
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

　
の
画
家
た
ち
に
大
変
愛
さ
れ
、ド
ガ「
踊
り

　
子
」、ル
ノ
ワ
ー
ル「
少
女
」な
ど
が
有
名
。

　
マ
ネ
、ル
ド
ン
、ク
レ
ー
、ピ
カ
ソ
な
ど
も

　
多
く
の
パ
ス
テ
ル
画
を
残
し
て
い
ま
す
。

　

将
来
に
向
け
て

　
今
日
ま
で
の
よ
う
に
、楽
し
く
、に
ぎ
や
か
に
、

前
進
し
て
い
け
れ
ば
一
番
良
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　
「
こ
こ
ろ
」は
だ
れ
に
も
見
え
な
い
け
れ
ど

　
「
こ
こ
ろ
づ
か
い
」は
見
え
る　

　
「
思
い
」は
見
え
な
い
け
れ
ど

　
「
思
い
や
り
」は
だ
れ
に
で
も
見
え
る

　

多
く
の
人
が
、テ
レ
ビ
な
ど
で
聞
い
た

こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
の
詩
は
、宮
澤
章
二
さ
ん
の「
行
為
の

意
味
」の
一
節
だ
と
、松
洋
中
学
校
入
学
式
で

校
長
先
生
の
お
話
に
あ
り
ま
し
た
。

　

思
い
や
り
の
気
持
ち
を
持
っ
て
い
て
も

な
か
な
か
行
動
に
移
す
こ
と
は
難
し
い
。

　

し
か
し
、そ
の
美
し
い
気
持
ち
は
、行
為

に
な
っ
て
こ
そ
初
め
て
意
味
が
あ
る
と
い

う
こ
と
に
気
づ
い
て
も
ら
い
た
い
。

　

言
わ
れ
れ
ば
そ
の
と
お
り
で
す
が
、な
か

な
か
で
き
な
い
の
が
私
自
身
で
す
。

　

思
い
や
り
、こ
こ
ろ
づ
か
い
の
で
き
る

人
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

町
内
か
ら
初
の
青
年
海
外
協
力
隊
員
と

し
て
、現
在
、森
本
佳
樹
さ
ん
が
2
年
間

フ
ィ
リ
ピ
ン
で
生
活
が
苦
し
い
漁
村
の

支
援
を
す
る
た
め
、活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

漁
村
の
一
人
ひ
と
り
の
生
活
向
上
の
た
め

貢
献
し
た
い
と
い
う
、高
い
志
を
持
っ
た
若

者
で
す
。

　

J
I
C
A(

独
立
行
政
法
人
国
際
協
力

機
構)

の
協
力
隊
員
森
本
さ
ん
の
活
躍
を
、

和
歌
山
美
浜
か
ら
願
う
と
と
も
に
、2
年
後

逢
え
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
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　本年度の一般会計当初予算の総額は3,059,712千円、前年度と比較すると19,519千円（0.6％）の減であります。
　なお、本年度当初予算は町長選挙を控えている段階で予算編成を行ったことから、政策的経費など一部の予算を
計上していない予算（骨格予算）となっております。

　歳入全体に占める割合が最も大きいのは主要財源である地方交付税であり、1,358,600千円と全体のほぼ半数の
44.4％を占めています。また、町税も605,895千円で全体の19.8％を占めており、地方交付税と合わせた金額は歳入

平成２３年度 一般会計当初予算　３，０５９，７１２千円平成２３年度 特別会計当初予算

その他 63,019千円 2.1％
学校給食費 35,106

県支出金 200,968千円 6.6％
障害者自立支援給付費等県負担金
児童手当
緊急雇用創出事業

33,847
14,725
14,203

国庫支出金 234,330千円
子ども手当
障害者自立支援給付費等国庫負担金
地籍調査事業

115,153
67,695
18,561

諸支出金 516,689千円 16.9％
国民健康保険特別会計
農業集落排水事業特別会計
公共下水道事業特別会計
介護保険特別会計
後期高齢者医療特別会計
水道会計

教育費 464,399千円 15.2％
放課後児童健全育成事業
外国青年招致事業費
小学校費
中学校費
ひまわりこども園運営経費
学校給食運営経費

公債費 344,130千円 11.2％

町税 605,895千円 19.8％
町民税
固定資産税
軽自動車税
たばこ税

288,451
289,263
18,580
9,600

地方交付税 1,358,600千円 44.4％
普通交付税
特別交付税

1,268,600
90,000

自動車重量譲与税
地方揮発油譲与税
地方消費税交付金
自動車取得税交付金

16,000
5,000
58,000
5,000

単位：千円、％(構成比)

単位：千円、％（構成比）

使用料・手数料 44,518千円
清掃手数料
町営住宅使用料

20,119
13,183

町債 150,000千円 4.9％

繰越金 70,000千円 2.3％
臨時財政対策債　　　 150,000

繰入金 194,125千円 6.3％
財政調整基金繰入金 170,000

分担金・負担金 36,756千円

7.7％

1.5％

1.2％
ひまわりこども園保育料 23,767

　民生費が530,307千円と全体の17.3％を占めており、これは主に子ども手当や障害者福祉関係に要する経費です。
また、民生費に次いで全体に占める割合が大きいのが諸支出金であり、516,689千円と全体の16.9％を占めています。

予備費

光る海　青い空　松のみどり　私たちは美浜の自然を守ります。汗と希望　たゆまぬ努力　私たちは日々の仕事にはげみます。

5,000千円 0.2％ 単位：千円、％(構成比)

全体の約２／３を占めています。これらの他には、子ども手当の財源などを含んでいる国庫支出金が7.7％、障害者福祉関係の財源などを含んで
いる県支出金が6.6％、行政運営を円滑に進めることができるように基金から取り崩す繰入金が6.3％となっています。

◎歳　入

◎歳　出
諸支出金とは、公共下水道の整備や国民健康保険、介護保険、後期高齢者医療の運営等に伴う各種特別会計への繰出に要する経費のことです。

22,319
4,735
52,007
29,329
192,699
61,493

消防費 135,680千円 4.4％
日高広域消防事務組合負担金
和歌山県耐震化促進事業補助金

119,050
1,200

土木費 65,276千円 2.1％
町道新設改良工事
道路橋長寿命化計画

8,150
2,000

126,055
34,119
115,704
116,242
122,138
2,431

農林水産業費 77,504千円 2.5％
小規模土地改良事業（農道改良）
薬剤地上散布委託業務
農業者戸別所得補償制度推進事業

6,000
20,125
1,300

総務費  415,785千円 13.6％
電子計算費
地籍調査事業

76,376
42,065

衛生費 410,965千円 13.4％
日高病院負担金
清掃センター負担金
クリーンセンター負担金
合併処理浄化槽設備補助
妊婦健康診査費

84,633
106,187
39,111
7,632
5,427

民生費 530,307千円 17.3％
子ども手当
障害者福祉関係扶助費
広域入所・認可保育所負担金
養護老人ホーム入所措置費
地域包括支援センター運営費

144,604
140,864
48,979
24,369
15,296

商工費 11,320千円 0.4％
町商工会補助金 4,500

議会費 82,657千円 2.7％
議員共済組合負担金 24,426

営業収益
営業外収益

合　　計 合　　計 合　　計 合　　計

127,995
2,315

130,310

営業費用
営業外費用
その他

96,435
18,460
513

115,408

企業債
一般会計出資金・負担金
分担金・補償金

0
2,431
13,256
15,687

建設改良費
企業債償還金
負担金

15,174
27,259
901

43,334

収益的収入

■水道事業会計

老人保健特別会計
0千円

国民健康保険特別会計　1,059,212千円

収益的支出 資本的収入 資本的支出

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

保険税
197,322
(18.6%)

国県支出金
272,281
(25.7%)

保険給付費
716,045
(67.6%)

支援金等
304,364
(28.7%)

各種交付金
456,752
(43.1%)

その他 6,802(0.6%)

繰入金
126,055
(11.9%)

その他 8,505(0.8%)総務費
30,298(2.9%)

歳
入

歳
出

農業集落排水事業特別会計　77,405千円

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

使用料・手数料
42,974
(55.5%)

施設管理費
45,602
(58.9%)

公債費
31,803
(41.1%)

繰入金
34,119
(44.1%)

その他 312(0.4%) その他 1,517(0.6%)

歳
入

歳
出

公共下水道事業特別会計　253,680千円

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

国県支出金
40,960
(16.1%)

町債
57,000
(22.5%)

建設費
167,182
(65.9%)

公債費
63,292
(24.9%)

使用料・手数料
35,485(14.0%)

繰入金
118,718
(46.8%)

その他 1,160(0.5%)施設管理費
22,046(8.7%)

歳
入

歳
出

介護保険特別会計　696,941千円

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

保険料
96,467
(13.8%)

支払基金交付金
195,534
(28.1%)

保険給付費
647,907
(93.0%)

国県支出金
264,875
(38.0%)

その他 10,049(1.4%)

繰入金
129,986
(18.7%)

その他 53(0.1%)

地域支援事業費 20,321(2.9%)

総務費 28,660(4.0%)

歳
入

歳
出

後期高齢者医療特別会計　184,082千円

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

後期高齢者医療保険料
60,889
(33.1%)

後期高齢者医療広域連合納付金
175,730
(95.5%)

繰入金
122,138
(66.3%)

その他 1,055(0.6%)

その他 8,352(4.5%)

歳
入

歳
出

譲与税・交付金 101,501千円 3.3％



2
みはま2011.5　

3
みはま2011.5　

　本年度の一般会計当初予算の総額は3,059,712千円、前年度と比較すると19,519千円（0.6％）の減であります。
　なお、本年度当初予算は町長選挙を控えている段階で予算編成を行ったことから、政策的経費など一部の予算を
計上していない予算（骨格予算）となっております。

　歳入全体に占める割合が最も大きいのは主要財源である地方交付税であり、1,358,600千円と全体のほぼ半数の
44.4％を占めています。また、町税も605,895千円で全体の19.8％を占めており、地方交付税と合わせた金額は歳入

平成２３年度 一般会計当初予算　３，０５９，７１２千円平成２３年度 特別会計当初予算

その他 63,019千円 2.1％
学校給食費 35,106

県支出金 200,968千円 6.6％
障害者自立支援給付費等県負担金
児童手当
緊急雇用創出事業

33,847
14,725
14,203

国庫支出金 234,330千円
子ども手当
障害者自立支援給付費等国庫負担金
地籍調査事業

115,153
67,695
18,561

諸支出金 516,689千円 16.9％
国民健康保険特別会計
農業集落排水事業特別会計
公共下水道事業特別会計
介護保険特別会計
後期高齢者医療特別会計
水道会計

教育費 464,399千円 15.2％
放課後児童健全育成事業
外国青年招致事業費
小学校費
中学校費
ひまわりこども園運営経費
学校給食運営経費

公債費 344,130千円 11.2％

町税 605,895千円 19.8％
町民税
固定資産税
軽自動車税
たばこ税

288,451
289,263
18,580
9,600

地方交付税 1,358,600千円 44.4％
普通交付税
特別交付税

1,268,600
90,000

自動車重量譲与税
地方揮発油譲与税
地方消費税交付金
自動車取得税交付金

16,000
5,000
58,000
5,000

単位：千円、％(構成比)

単位：千円、％（構成比）

使用料・手数料 44,518千円
清掃手数料
町営住宅使用料

20,119
13,183

町債 150,000千円 4.9％

繰越金 70,000千円 2.3％
臨時財政対策債　　　 150,000

繰入金 194,125千円 6.3％
財政調整基金繰入金 170,000

分担金・負担金 36,756千円

7.7％

1.5％

1.2％
ひまわりこども園保育料 23,767

　民生費が530,307千円と全体の17.3％を占めており、これは主に子ども手当や障害者福祉関係に要する経費です。
また、民生費に次いで全体に占める割合が大きいのが諸支出金であり、516,689千円と全体の16.9％を占めています。

予備費

光る海　青い空　松のみどり　私たちは美浜の自然を守ります。汗と希望　たゆまぬ努力　私たちは日々の仕事にはげみます。

5,000千円 0.2％ 単位：千円、％(構成比)

全体の約２／３を占めています。これらの他には、子ども手当の財源などを含んでいる国庫支出金が7.7％、障害者福祉関係の財源などを含んで
いる県支出金が6.6％、行政運営を円滑に進めることができるように基金から取り崩す繰入金が6.3％となっています。

◎歳　入

◎歳　出
諸支出金とは、公共下水道の整備や国民健康保険、介護保険、後期高齢者医療の運営等に伴う各種特別会計への繰出に要する経費のことです。

22,319
4,735
52,007
29,329
192,699
61,493

消防費 135,680千円 4.4％
日高広域消防事務組合負担金
和歌山県耐震化促進事業補助金

119,050
1,200

土木費 65,276千円 2.1％
町道新設改良工事
道路橋長寿命化計画

8,150
2,000

126,055
34,119
115,704
116,242
122,138
2,431

農林水産業費 77,504千円 2.5％
小規模土地改良事業（農道改良）
薬剤地上散布委託業務
農業者戸別所得補償制度推進事業

6,000
20,125
1,300

総務費  415,785千円 13.6％
電子計算費
地籍調査事業

76,376
42,065

衛生費 410,965千円 13.4％
日高病院負担金
清掃センター負担金
クリーンセンター負担金
合併処理浄化槽設備補助
妊婦健康診査費

84,633
106,187
39,111
7,632
5,427

民生費 530,307千円 17.3％
子ども手当
障害者福祉関係扶助費
広域入所・認可保育所負担金
養護老人ホーム入所措置費
地域包括支援センター運営費

144,604
140,864
48,979
24,369
15,296

商工費 11,320千円 0.4％
町商工会補助金 4,500

議会費 82,657千円 2.7％
議員共済組合負担金 24,426

営業収益
営業外収益

合　　計 合　　計 合　　計 合　　計

127,995
2,315

130,310

営業費用
営業外費用
その他

96,435
18,460
513

115,408

企業債
一般会計出資金・負担金
分担金・補償金

0
2,431
13,256
15,687

建設改良費
企業債償還金
負担金

15,174
27,259
901

43,334

収益的収入

■水道事業会計

老人保健特別会計
0千円

国民健康保険特別会計　1,059,212千円

収益的支出 資本的収入 資本的支出

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

保険税
197,322
(18.6%)

国県支出金
272,281
(25.7%)

保険給付費
716,045
(67.6%)

支援金等
304,364
(28.7%)

各種交付金
456,752
(43.1%)

その他 6,802(0.6%)

繰入金
126,055
(11.9%)

その他 8,505(0.8%)総務費
30,298(2.9%)

歳
入

歳
出

農業集落排水事業特別会計　77,405千円

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

使用料・手数料
42,974
(55.5%)

施設管理費
45,602
(58.9%)

公債費
31,803
(41.1%)

繰入金
34,119
(44.1%)

その他 312(0.4%) その他 1,517(0.6%)

歳
入

歳
出

公共下水道事業特別会計　253,680千円

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

国県支出金
40,960
(16.1%)

町債
57,000
(22.5%)

建設費
167,182
(65.9%)

公債費
63,292
(24.9%)

使用料・手数料
35,485(14.0%)

繰入金
118,718
(46.8%)

その他 1,160(0.5%)施設管理費
22,046(8.7%)

歳
入

歳
出

介護保険特別会計　696,941千円

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

保険料
96,467
(13.8%)

支払基金交付金
195,534
(28.1%)

保険給付費
647,907
(93.0%)

国県支出金
264,875
(38.0%)

その他 10,049(1.4%)

繰入金
129,986
(18.7%)

その他 53(0.1%)

地域支援事業費 20,321(2.9%)

総務費 28,660(4.0%)

歳
入

歳
出

後期高齢者医療特別会計　184,082千円

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

後期高齢者医療保険料
60,889
(33.1%)

後期高齢者医療広域連合納付金
175,730
(95.5%)

繰入金
122,138
(66.3%)

その他 1,055(0.6%)

その他 8,352(4.5%)

歳
入

歳
出

譲与税・交付金 101,501千円 3.3％



笑顔と健康　ふれあう心　私たちは住みよい町をつくります。歴史と伝統　新たな歩み　私たちはふるさとの文化を高めます。

　
国
民
年
金
は
、日
本
国
内
に
住
所
が

あ
る
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
方
す
べ
て

が
加
入
す
る
制
度
で
す
。

　
届
出
を
忘
れ
る
と
、将
来
受
け
取
る

老
齢
基
礎
年
金
の
年
金
額
が
少
な
く

な
っ
た
り
、受
け
ら
れ
な
く
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、不
意
の
事
故
や
病
気
で
障
害
が

残
っ
た
り
、万
一
、亡
く
な
ら
れ
た
と
き

に
は
、障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金

が
支
給
さ
れ
な
く
な
る
お
そ
れ
が
あ
り

ま
す
。

　
次
の
よ
う
な
と
き
に
は
、お
住
ま
い
の

市
区
町
村
役
場
へ
の
届
出
が
必
要
で
す
。

　
届
出
を
忘
れ
ず
に
行
っ
て
、あ
な
た
の

大
切
な
年
金
の
権
利
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
厚
生
年
金
や
共
済
組
合
に
加
入

し
て
い
な
い
方
が
、20
歳
に
な
っ
た

と
き
は
、国
民
年
金
の
第
１
号
被
保

険
者
に
な
り
ま
す
の
で
、市
区
町
村

役
場
に「
国
民
年
金
被
保
険
者
資
格

取
得
届
」を
提
出
し
ま
す
。

　
会
社
な
ど
に
勤
め
て
い
て
、厚
生

年
金
や
共
済
組
合
に
加
入
し
て
い

る
方
は
、国
民
年
金
の
第
２
号
被
保

険
者
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
第
２
号
被
保
険
者
の
方
が
60
歳

に
な
る
前
に
、会
社
な
ど
を
退
職

し
た
と
き
は
、国
民
年
金
の
第
１
号
被

　
平
成
23
年
度
の
国
民
年
金
の
第

１
号
被
保
険
者
の
保
険
料
は
、月
額

１
５
，０
２
０
円
で
す
。

　
国
民
年
金
の
保
険
料
を
納
め
る

こ
と
が
経
済
的
に
困
難
な
と
き
に
は
、

免
除
制
度
や
学
生
納
付
特
例
制
度

が
あ
り
、市
区
町
村
役
場
ま
た
は

年
金
事
務
所
へ
の
申
請
手
続
き
に

よ
っ
て
、保
険
料
の
納
付
が
免
除
さ

れ
た
り
猶
予
さ
れ
た
り
し
て
、保
険

料
の
未
納
を
防
止
で
き
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

●
児
童
扶
養
手
当

　
児
童
扶
養
手
当
と
は
、父
母
の
離
婚
や
死
亡
な
ど
で
、父
ま
た
は

母
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
な
い
児
童
が
育
成
さ
れ
る
家
庭

（
ひ
と
り
親
家
庭
）の
生
活
の
安
定
と
自
立
の
促
進
に
寄
与
し
、

児
童
の
福
祉
増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
支
給
さ
れ
る

手
当
で
す
。

 

・ 

児
童
扶
養
手
当
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
方

　
次
の
よ
う
な
児
童（
18
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
3
月

31
日
ま
で
の
間
に
あ
る
者
ま
た
は
20
歳
未
満
で
一
定
の
障
害

の
あ
る
者
）を
監
護
し
て
い
る
父
も
し
く
は
母
、ま
た
は
父
母
に

代
わ
っ
て
児
童
を
養
育
し
、主
と
し
て
対
象
児
童
の
生
計
を

維
持
し
て
い
る
方
で
す
。

●
特
別
児
童
扶
養
手
当

　
特
別
児
童
扶
養
手
当
と
は
、児
童
の
健
や
か
な
成
長
を
願
っ
て
、

障
害
の
あ
る
児
童
を
家
庭
に
お
い
て
監
護
し
て
い
る
父
も
し
く
は

母
、ま
た
は
父
母
に
か
わ
っ
て
そ
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
方
に

対
し
て
、児
童
の
福
祉
の
増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

 

・ 

特
別
児
童
扶
養
手
当
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
方

　
20
歳
未
満
で
身
体
や
知
的
ま
た
は
精
神
に
中
程
度
以
上
の
障
害

も
し
く
は
長
期
に
わ
た
る
安
静
を
必
要
と
す
る
病
状
に
あ
る
児
童

を
監
護
し
て
い
る
父
も
し
く
は
母
、ま
た
は
父
母
に
代
わ
っ
て

児
童
を
養
育
し
、主
と
し
て
対
象
児
童
の
生
計
を
維
持
し
て

い
る
方
で
す
。 

　
詳
細
は
、お
住
ま
い
の
市
区
町
村

役
場
、年
金
事
務
所
ま
た
は

℡ 

０
５
７
０

－

０
５

－

１
１
６
５

（
一
般
の
固
定
電
話
で
は
、市
内
通

話
料
金
で
ご
利
用
で
き
ま
す

※

携
帯
電
話
で
の
通
話
料
は
全
額

お
客
様
の
ご
負
担
に
な
り
ま
す
）

4
みはま2011.5　

5
みはま2011.5　

国
民
年
金
の
届
出
・
手
続
き
を
必
ず
行
っ
て
く
だ
さ
い

国
民
年
金
の
届
出
・
手
続
き
を
必
ず
行
っ
て
く
だ
さ
い

■
20
歳
に
な
っ
た
と
き

■
被
扶
養
配
偶
者
の
方
の

　
　
　
　収
入
が
増
え
た
と
き

■
被
扶
養
配
偶
者
の

　
　配
偶
者
が
退
職
し
た
と
き

■
会
社
を
退
職
し
た
と
き

保
険
者
に
な
り
ま
す
の
で
、市
区
町
村

役
場
に「
国
民
年
金
被
保
険
者
種
別

変
更
届
」を
提
出
し
ま
す
。

　
会
社
な
ど
に
勤
め
て
、厚
生
年
金
や

共
済
組
合
に
加
入
し
て
い
る
方
の

被
扶
養
配
偶
者
の
方（
20
歳
以
上

60
未
満
の
方
に
限
り
ま
す
）は
、

国
民
年
金
の
第
３
号
被
保
険
者
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
第
３
号
被
保
険
者
の
方
の
パ
ー
ト

収
入
な
ど
が
１
３
０
万
円
以
上
に

な
っ
た
と
き
は
、被
扶
養
配
偶
者
で

な
く
な
り
、第
１
号
被
保
険
者
に
な

り
ま
す
の
で
、市
区
町
村
役
場
に

「
国
民
年
金
被
保
険
者
種
別
変
更

届
」を
提
出
し
ま
す
。

　
配
偶
者
の
方
が
退
職
し
て
、厚
生

年
金
や
共
済
組
合
の
加
入
者
で
な

く
な
る
と
、そ
れ
ま
で
国
民
年
金
の

第
３
号
被
保
険
者
だ
っ
た
方
は
、被

扶
養
配
偶
者
で
な
く
な
り
、第
１
号

被
保
険
者
に
な
り
ま
す
の
で
、市
区

町
村
役
場
に「
国
民
年
金
被
保
険
者

種
別
変
更
届
」を
提
出
し
ま
す
。

※
 

第
３
号
被
保
険
者
の
方
が
離
婚

し
た
と
き
に
も
、第
１
号
被
保
険
者

に
な
る
た
め
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

※
 

老
齢
厚
生
年
金
等
を
受
け
る
権

利
を
も
っ
て
い
る
配
偶
者
の
方
が

65
歳
に
な
っ
て
第
２
号
被
保
険
者

で
な
く
な
っ
た
と
き
も
、そ
れ
ま
で

第
３
号
被
保
険
者
だ
っ
た
方
は
、第

１
号
被
保
険
者
に
な
る
た
め
の
手

続
き
が
必
要
で
す
。

年 金 未 加 入

第２号被保険者→第１号被保険者

→第１号被保険者

第３号被保険者→第１号被保険者

・20歳になったとき

・会社を退職したとき

●国民年金に加入するとき、加入者の種別がかわるとき

事　　　　　　項 国民年金の種別

・配偶者が退職したとき
・離婚したとき

・第３号被保険者のパート収入が
 増えたとき

免
除
制
度
な
ど
を

　
　
　
　利
用
し
て
く
だ
さ
い

ご
相
談
先
は…

「
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
」

例年どおり各地区ごとに実施します。
「美しい町づくり」のため、みなさんのご協力をお願いします。

『５(ゴ)月３(ミ)０(ゼロ)日』
地域美化推進委員会では、5月30日を『ゴミ0』の日と定め、広報するとともに、各家庭、各地域でゴミの減量化に取り組んでいます。
5月30日の一日を「ゴミを出さない日」として、みなさんもご協力をお願いします。● 問い合わせ先　住民課　℡ ２３－４９０４

町内各地区5月15日（日）

町 内 一 斉 清 掃
実施日 場　所

　
介
護
保
険
制
度
は
、３
年
毎
に
事
業
計
画
を
見
直
し
、新
し
い

保
険
料
の
決
定
や
施
設
整
備
の
計
画
な
ど
を
決
定
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、町
で
は
、平
成
24
年
３
月
を
メ
ド
に
新
た
に
第
５
期

と
な
る
介
護
保
険
事
業
計
画
・
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
の
策
定

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、住
民
の
み
な
さ
ん
の
考
え
を

お
聞
き
し
な
が
ら
内
容
に
反
映
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
、

具
体
的
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
方
々
に
よ
り

構
成
さ
れ
る「
美
浜
町
介
護
保
険
事
業
計
画
策
定
委
員
会
」を

組
織
し
て
意
見
交
換
し
な
が
ら
進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
今
回
、こ
の
策
定
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
一
般
公
募

と
い
う
形
で
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
す
る
も
の
で
、

募
集
人
数
は
１
名
、任
期
は
委
嘱
の
日
か
ら
平
成
24
年
３
月
末

ま
で
、平
成
23
年
４
月
１
日
現
在
で
町
内
に
住
所
を
有
し
、か
つ

同
日
で
40
歳
以
上
の
方
を
対
象
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
委
員
の
方
に
は
、計
画
の
完
成
ま
で
、３
回
〜
４
回
の
策
定

会
議
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、内
容
の
協
議
を
し
て
い
た
だ
く

予
定
で
す
。

　
策
定
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
参
加
し
て
み
た
い
と

思
わ
れ
る
方
は
、平
成
23
年
５
月
16
日（
月
）〜
５
月
31
日（
火
）

ま
で
の
間
に
、住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・
電
話
番
号
を
明
記

（
任
意
様
式
）の
う
え
、こ
れ
か
ら
の
町
の
介
護
保
険
・
高
齢
者

保
健
福
祉
に
つ
い
て
ご
意
見
を
原
稿
用
紙
１
枚（
４
０
０
文
字
）

程
度
に
ま
と
め
た
も
の
を
添
え
て
、健
康
福
祉
課
ま
で
提
出

し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
ご
案
内
し
ま
す
。

（
後
日
結
果
を
ご
連
絡
し
ま
す
）

・ 

法
律
上
の
婚
姻
を
し
て
い
る
夫
婦
で
、夫
ま
た
は
妻
の
い
ず
れ
か
が

県
内
に
１
年
以
上
住
民
登
録
し
て
い
る
こ
と

・ 

各
種
医
療
保
険
に
加
入
し
て
い
る
こ
と

・ 

夫
婦
の
前
年
の
所
得
の
合
計
額
が
７
３
０
万
円
未
満
で
あ
る
こ
と

父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
児
童

父
ま
た
は
母
が
死
亡
し
た
児
童

父
ま
た
は
母
が
一
定
の
障
害
に
あ
る
児
童

父
ま
た
は
母
の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い
児
童

父
ま
た
は
母
が
引
き
続
き
１
年
以
上
遺
棄

し
て
い
る
児
童

父
ま
た
は
母
が
引
き
続
き
１
年
以
上
拘
禁

さ
れ
て
い
る
児
童

母
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
懐
胎
し
た
児
童
、

棄
児
な
ど

①②③④⑤⑥⑦
離

婚

死

亡

障

害

生
死
不
明

遺

棄

拘

禁

そ
の
他

・・・・・・・

・・・・・・・

・・・・・・・

・・・・・・・

・・・・・・・

・・・・・・・

・・・・・・・

※

右
記
に
該
当
さ
れ
る
方
で
も
手
当
を
受
給
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

●
対
象
者

平
成
23
年
４
月
１
日
診
療
分
か
ら
適
用
と
な
り
ま
す

●
助
成
内
容

・
申
請
書
に
関
係
書
類
を
添
付
し
て
、平
成
24
年
３
月
末
日

ま
で
に
健
康
福
祉
課
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

（
た
だ
し
、治
療
が
平
成
24
年
１
月
ま
で
あ
る
場
合
は
平
成
24
年

４
月
末
日
ま
で
、２
月
ま
で
あ
る
場
合
は
５
月
末
日
ま
で
、

３
月
ま
で
あ
る
場
合
は
６
月
末
日
ま
で
申
請
で
き
ま
す
）

●
申
請
方
法

・ 

美
浜
町
一
般
不
妊
治
療
費
助
成
申
請
書
　

・ 

同
意
書

・
一
般
不
妊
治
療
医
療
機
関
受
診
等
証
明
書
　

・ 

医
療
機
関
発
行
の
一
般
不
妊
治
療
に
要
し
た
費
用
に
係
る

領
収
書

●
申
請
書
類

・ 

医
療
保
険
各
法
に
規
定
す
る
療
養
の
給
付
が
適
用
と
な
る

不
妊
治
療
お
よ
び
不
育
治
療（
タ
イ
ミ
ン
グ
療
法
・
薬
物
治
療
・

手
術
治
療
な
ど
）

・
医
療
保
険
適
用
外
の
不
妊
治
療（
体
外
受
精
お
よ
び
顕
微

授
精
を
除
く
）お
よ
び
不
育
治
療（
人
工
授
精
な
ど
）

・
治
療
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
る
検
査
、お
よ
び
治
療
開
始
前
に

不
妊
原
因
ま
た
は
不
育
原
因
を
調
べ
る
た
め
の
検
査

※

不
妊
治
療
を
実
施
し
て
い
る
産
婦
人
科・泌
尿
器
科
で
あ
れ
ば
、

県
内
外
を
問
わ
ず
、ど
ち
ら
の
医
療
機
関
を
受
診
し
て
い
て
も

助
成
の
対
象
と
な
り
ま
す

●
対
象
治
療

● 

問
い
合
わ
せ
先
　
健
康
福
祉
課
　
℡ 

2
3

－

４
９
５
０

● 

問
い
合
わ
せ
先
　
住
民
課
　
℡ 

2
3

－

４
９
0
4

● 

問
い
合
わ
せ
先
　
健
康
福
祉
課
・
介
護
保
険
係

℡ 

2
3

－

４
９
0
5

平
成
23
年
度 

一
般
不
妊
治
療
費
の
助
成

児
童
扶
養
手
当
・

　
　特
別
児
童
扶
養
手
当
に
つ
い
て

介
護
保
険
事
業
計
画
な
ど
策
定
委
員
に

な
っ
て
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
ま
す

１
年
度
に
つ
き
10
万
円
を
限
度
に
連
続
す
る

3
年
間
で
20
万
円
ま
で
を
助
成
し
ま
す

連
続
す
る
３
年
間
助
成
し
ま
す

【
助
成
額
】

【
助
成
期
間
】

◇ 

申
請
書
類
は
、役
場
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す



笑顔と健康　ふれあう心　私たちは住みよい町をつくります。歴史と伝統　新たな歩み　私たちはふるさとの文化を高めます。

　
国
民
年
金
は
、日
本
国
内
に
住
所
が

あ
る
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
方
す
べ
て

が
加
入
す
る
制
度
で
す
。

　
届
出
を
忘
れ
る
と
、将
来
受
け
取
る

老
齢
基
礎
年
金
の
年
金
額
が
少
な
く

な
っ
た
り
、受
け
ら
れ
な
く
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、不
意
の
事
故
や
病
気
で
障
害
が

残
っ
た
り
、万
一
、亡
く
な
ら
れ
た
と
き

に
は
、障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金

が
支
給
さ
れ
な
く
な
る
お
そ
れ
が
あ
り

ま
す
。

　
次
の
よ
う
な
と
き
に
は
、お
住
ま
い
の

市
区
町
村
役
場
へ
の
届
出
が
必
要
で
す
。

　
届
出
を
忘
れ
ず
に
行
っ
て
、あ
な
た
の

大
切
な
年
金
の
権
利
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
厚
生
年
金
や
共
済
組
合
に
加
入

し
て
い
な
い
方
が
、20
歳
に
な
っ
た

と
き
は
、国
民
年
金
の
第
１
号
被
保

険
者
に
な
り
ま
す
の
で
、市
区
町
村

役
場
に「
国
民
年
金
被
保
険
者
資
格

取
得
届
」を
提
出
し
ま
す
。

　
会
社
な
ど
に
勤
め
て
い
て
、厚
生

年
金
や
共
済
組
合
に
加
入
し
て
い

る
方
は
、国
民
年
金
の
第
２
号
被
保

険
者
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
第
２
号
被
保
険
者
の
方
が
60
歳

に
な
る
前
に
、会
社
な
ど
を
退
職

し
た
と
き
は
、国
民
年
金
の
第
１
号
被

　
平
成
23
年
度
の
国
民
年
金
の
第

１
号
被
保
険
者
の
保
険
料
は
、月
額

１
５
，０
２
０
円
で
す
。

　
国
民
年
金
の
保
険
料
を
納
め
る

こ
と
が
経
済
的
に
困
難
な
と
き
に
は
、

免
除
制
度
や
学
生
納
付
特
例
制
度

が
あ
り
、市
区
町
村
役
場
ま
た
は

年
金
事
務
所
へ
の
申
請
手
続
き
に

よ
っ
て
、保
険
料
の
納
付
が
免
除
さ

れ
た
り
猶
予
さ
れ
た
り
し
て
、保
険

料
の
未
納
を
防
止
で
き
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

●
児
童
扶
養
手
当

　
児
童
扶
養
手
当
と
は
、父
母
の
離
婚
や
死
亡
な
ど
で
、父
ま
た
は

母
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
な
い
児
童
が
育
成
さ
れ
る
家
庭

（
ひ
と
り
親
家
庭
）の
生
活
の
安
定
と
自
立
の
促
進
に
寄
与
し
、

児
童
の
福
祉
増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
支
給
さ
れ
る

手
当
で
す
。

 

・ 

児
童
扶
養
手
当
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
方

　
次
の
よ
う
な
児
童（
18
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
3
月

31
日
ま
で
の
間
に
あ
る
者
ま
た
は
20
歳
未
満
で
一
定
の
障
害

の
あ
る
者
）を
監
護
し
て
い
る
父
も
し
く
は
母
、ま
た
は
父
母
に

代
わ
っ
て
児
童
を
養
育
し
、主
と
し
て
対
象
児
童
の
生
計
を

維
持
し
て
い
る
方
で
す
。

●
特
別
児
童
扶
養
手
当

　
特
別
児
童
扶
養
手
当
と
は
、児
童
の
健
や
か
な
成
長
を
願
っ
て
、

障
害
の
あ
る
児
童
を
家
庭
に
お
い
て
監
護
し
て
い
る
父
も
し
く
は

母
、ま
た
は
父
母
に
か
わ
っ
て
そ
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
方
に

対
し
て
、児
童
の
福
祉
の
増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

 

・ 

特
別
児
童
扶
養
手
当
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
方

　
20
歳
未
満
で
身
体
や
知
的
ま
た
は
精
神
に
中
程
度
以
上
の
障
害

も
し
く
は
長
期
に
わ
た
る
安
静
を
必
要
と
す
る
病
状
に
あ
る
児
童

を
監
護
し
て
い
る
父
も
し
く
は
母
、ま
た
は
父
母
に
代
わ
っ
て

児
童
を
養
育
し
、主
と
し
て
対
象
児
童
の
生
計
を
維
持
し
て

い
る
方
で
す
。 

　
詳
細
は
、お
住
ま
い
の
市
区
町
村

役
場
、年
金
事
務
所
ま
た
は

℡ 

０
５
７
０

－

０
５

－

１
１
６
５

（
一
般
の
固
定
電
話
で
は
、市
内
通

話
料
金
で
ご
利
用
で
き
ま
す

※

携
帯
電
話
で
の
通
話
料
は
全
額

お
客
様
の
ご
負
担
に
な
り
ま
す
）

4
みはま2011.5　

5
みはま2011.5　

国
民
年
金
の
届
出
・
手
続
き
を
必
ず
行
っ
て
く
だ
さ
い

国
民
年
金
の
届
出
・
手
続
き
を
必
ず
行
っ
て
く
だ
さ
い

■
20
歳
に
な
っ
た
と
き

■
被
扶
養
配
偶
者
の
方
の

　
　
　
　収
入
が
増
え
た
と
き

■
被
扶
養
配
偶
者
の

　
　配
偶
者
が
退
職
し
た
と
き

■
会
社
を
退
職
し
た
と
き

保
険
者
に
な
り
ま
す
の
で
、市
区
町
村

役
場
に「
国
民
年
金
被
保
険
者
種
別

変
更
届
」を
提
出
し
ま
す
。

　
会
社
な
ど
に
勤
め
て
、厚
生
年
金
や

共
済
組
合
に
加
入
し
て
い
る
方
の

被
扶
養
配
偶
者
の
方（
20
歳
以
上

60
未
満
の
方
に
限
り
ま
す
）は
、

国
民
年
金
の
第
３
号
被
保
険
者
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
第
３
号
被
保
険
者
の
方
の
パ
ー
ト

収
入
な
ど
が
１
３
０
万
円
以
上
に

な
っ
た
と
き
は
、被
扶
養
配
偶
者
で

な
く
な
り
、第
１
号
被
保
険
者
に
な

り
ま
す
の
で
、市
区
町
村
役
場
に

「
国
民
年
金
被
保
険
者
種
別
変
更

届
」を
提
出
し
ま
す
。

　
配
偶
者
の
方
が
退
職
し
て
、厚
生

年
金
や
共
済
組
合
の
加
入
者
で
な

く
な
る
と
、そ
れ
ま
で
国
民
年
金
の

第
３
号
被
保
険
者
だ
っ
た
方
は
、被

扶
養
配
偶
者
で
な
く
な
り
、第
１
号

被
保
険
者
に
な
り
ま
す
の
で
、市
区

町
村
役
場
に「
国
民
年
金
被
保
険
者

種
別
変
更
届
」を
提
出
し
ま
す
。

※
 

第
３
号
被
保
険
者
の
方
が
離
婚

し
た
と
き
に
も
、第
１
号
被
保
険
者

に
な
る
た
め
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

※
 

老
齢
厚
生
年
金
等
を
受
け
る
権

利
を
も
っ
て
い
る
配
偶
者
の
方
が

65
歳
に
な
っ
て
第
２
号
被
保
険
者

で
な
く
な
っ
た
と
き
も
、そ
れ
ま
で

第
３
号
被
保
険
者
だ
っ
た
方
は
、第

１
号
被
保
険
者
に
な
る
た
め
の
手

続
き
が
必
要
で
す
。

年 金 未 加 入

第２号被保険者→第１号被保険者

→第１号被保険者

第３号被保険者→第１号被保険者

・20歳になったとき

・会社を退職したとき

●国民年金に加入するとき、加入者の種別がかわるとき

事　　　　　　項 国民年金の種別

・配偶者が退職したとき
・離婚したとき

・第３号被保険者のパート収入が
 増えたとき

免
除
制
度
な
ど
を

　
　
　
　利
用
し
て
く
だ
さ
い

ご
相
談
先
は…

「
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
」

例年どおり各地区ごとに実施します。
「美しい町づくり」のため、みなさんのご協力をお願いします。

『５(ゴ)月３(ミ)０(ゼロ)日』
地域美化推進委員会では、5月30日を『ゴミ0』の日と定め、広報するとともに、各家庭、各地域でゴミの減量化に取り組んでいます。
5月30日の一日を「ゴミを出さない日」として、みなさんもご協力をお願いします。● 問い合わせ先　住民課　℡ ２３－４９０４

町内各地区5月15日（日）

町 内 一 斉 清 掃
実施日 場　所

　
介
護
保
険
制
度
は
、３
年
毎
に
事
業
計
画
を
見
直
し
、新
し
い

保
険
料
の
決
定
や
施
設
整
備
の
計
画
な
ど
を
決
定
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、町
で
は
、平
成
24
年
３
月
を
メ
ド
に
新
た
に
第
５
期

と
な
る
介
護
保
険
事
業
計
画
・
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
の
策
定

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、住
民
の
み
な
さ
ん
の
考
え
を

お
聞
き
し
な
が
ら
内
容
に
反
映
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
、

具
体
的
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
方
々
に
よ
り

構
成
さ
れ
る「
美
浜
町
介
護
保
険
事
業
計
画
策
定
委
員
会
」を

組
織
し
て
意
見
交
換
し
な
が
ら
進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
今
回
、こ
の
策
定
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
一
般
公
募

と
い
う
形
で
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
す
る
も
の
で
、

募
集
人
数
は
１
名
、任
期
は
委
嘱
の
日
か
ら
平
成
24
年
３
月
末

ま
で
、平
成
23
年
４
月
１
日
現
在
で
町
内
に
住
所
を
有
し
、か
つ

同
日
で
40
歳
以
上
の
方
を
対
象
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
委
員
の
方
に
は
、計
画
の
完
成
ま
で
、３
回
〜
４
回
の
策
定

会
議
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、内
容
の
協
議
を
し
て
い
た
だ
く

予
定
で
す
。

　
策
定
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
参
加
し
て
み
た
い
と

思
わ
れ
る
方
は
、平
成
23
年
５
月
16
日（
月
）〜
５
月
31
日（
火
）

ま
で
の
間
に
、住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・
電
話
番
号
を
明
記

（
任
意
様
式
）の
う
え
、こ
れ
か
ら
の
町
の
介
護
保
険
・
高
齢
者

保
健
福
祉
に
つ
い
て
ご
意
見
を
原
稿
用
紙
１
枚（
４
０
０
文
字
）

程
度
に
ま
と
め
た
も
の
を
添
え
て
、健
康
福
祉
課
ま
で
提
出

し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
ご
案
内
し
ま
す
。

（
後
日
結
果
を
ご
連
絡
し
ま
す
）

・ 

法
律
上
の
婚
姻
を
し
て
い
る
夫
婦
で
、夫
ま
た
は
妻
の
い
ず
れ
か
が

県
内
に
１
年
以
上
住
民
登
録
し
て
い
る
こ
と

・ 

各
種
医
療
保
険
に
加
入
し
て
い
る
こ
と

・ 

夫
婦
の
前
年
の
所
得
の
合
計
額
が
７
３
０
万
円
未
満
で
あ
る
こ
と

父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
児
童

父
ま
た
は
母
が
死
亡
し
た
児
童

父
ま
た
は
母
が
一
定
の
障
害
に
あ
る
児
童

父
ま
た
は
母
の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い
児
童

父
ま
た
は
母
が
引
き
続
き
１
年
以
上
遺
棄

し
て
い
る
児
童

父
ま
た
は
母
が
引
き
続
き
１
年
以
上
拘
禁

さ
れ
て
い
る
児
童

母
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
懐
胎
し
た
児
童
、

棄
児
な
ど

①②③④⑤⑥⑦
離

婚

死

亡

障

害

生
死
不
明

遺

棄

拘

禁

そ
の
他

・・・・・・・

・・・・・・・

・・・・・・・

・・・・・・・

・・・・・・・

・・・・・・・

・・・・・・・

※

右
記
に
該
当
さ
れ
る
方
で
も
手
当
を
受
給
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

●
対
象
者

平
成
23
年
４
月
１
日
診
療
分
か
ら
適
用
と
な
り
ま
す

●
助
成
内
容

・
申
請
書
に
関
係
書
類
を
添
付
し
て
、平
成
24
年
３
月
末
日

ま
で
に
健
康
福
祉
課
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

（
た
だ
し
、治
療
が
平
成
24
年
１
月
ま
で
あ
る
場
合
は
平
成
24
年

４
月
末
日
ま
で
、２
月
ま
で
あ
る
場
合
は
５
月
末
日
ま
で
、

３
月
ま
で
あ
る
場
合
は
６
月
末
日
ま
で
申
請
で
き
ま
す
）

●
申
請
方
法

・ 

美
浜
町
一
般
不
妊
治
療
費
助
成
申
請
書
　

・ 

同
意
書

・
一
般
不
妊
治
療
医
療
機
関
受
診
等
証
明
書
　

・ 

医
療
機
関
発
行
の
一
般
不
妊
治
療
に
要
し
た
費
用
に
係
る

領
収
書

●
申
請
書
類

・ 

医
療
保
険
各
法
に
規
定
す
る
療
養
の
給
付
が
適
用
と
な
る

不
妊
治
療
お
よ
び
不
育
治
療（
タ
イ
ミ
ン
グ
療
法
・
薬
物
治
療
・

手
術
治
療
な
ど
）

・
医
療
保
険
適
用
外
の
不
妊
治
療（
体
外
受
精
お
よ
び
顕
微

授
精
を
除
く
）お
よ
び
不
育
治
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人
工
授
精
な
ど
）

・
治
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の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
る
検
査
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よ
び
治
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開
始
前
に

不
妊
原
因
ま
た
は
不
育
原
因
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調
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る
た
め
の
検
査

※
不
妊
治
療
を
実
施
し
て
い
る
産
婦
人
科・泌
尿
器
科
で
あ
れ
ば
、

県
内
外
を
問
わ
ず
、ど
ち
ら
の
医
療
機
関
を
受
診
し
て
い
て
も

助
成
の
対
象
と
な
り
ま
す

●
対
象
治
療

● 

問
い
合
わ
せ
先
　
健
康
福
祉
課
　
℡ 

2
3

－

４
９
５
０

● 

問
い
合
わ
せ
先
　
住
民
課
　
℡ 

2
3

－

４
９
0
4

● 

問
い
合
わ
せ
先
　
健
康
福
祉
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・
介
護
保
険
係

℡ 

2
3

－

４
９
0
5

平
成
23
年
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一
般
不
妊
治
療
費
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助
成

児
童
扶
養
手
当
・

　
　特
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児
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扶
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介
護
保
険
事
業
計
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す

連
続
す
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３
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成
し
ま
す

【
助
成
額
】

【
助
成
期
間
】

◇ 

申
請
書
類
は
、役
場
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
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６
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６
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２
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２
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２
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）
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年
）

　
平
成
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体
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団
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塩
﨑
　
永
里
加
（
日
高
高
校
２
年
）

　
平
成
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年
度
和
歌
山
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高
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大
会

　
女
子
個
人
優
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木
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望
（
箕
島
高
校
２
年
）

　
平
成
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年
度
和
歌
山
県
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高
校
新
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大
会

　
個
人
の
部
優
勝
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邉
　
創
介
（
南
部
高
校
３
年
）

　
平
成
22
年
度
和
歌
山
県
高
校
総
体

　
レ
ス
リ
ン
グ
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技
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kg
級
優
勝

原
下
　
恵
実
（
日
高
高
校
３
年
）

　
第
26
回
和
歌
山
県
高
校
女
子
駅
伝
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走
大
会

　
優
勝

高
垣
　
知
佳
（
紀
央
館
高
校
３
年
）

　
第
65
回
国
民
体
育
大
会
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
大
会

　
ホ
ッ
ケ
ー
競
技
　
第
３
位

吉
留
　
政
明

　
第
23
回
全
国
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
祭

　
ス
ポ
レ
ク
と
や
ま
２
０
１
０
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

　
ゴ
ル
フ
大
会
　
和
歌
山
県
代
表
と
し
て
出
場

平
成
22
年
度

　優
秀
ス
ポ
ー
ツ
賞
記
念
品
授
与
式

平
成
22
年
度

　優
秀
ス
ポ
ー
ツ
賞
記
念
品
授
与
式

平
成
22
年
度

　優
秀
ス
ポ
ー
ツ
賞
記
念
品
授
与
式

平
成
22
年
度

　優
秀
ス
ポ
ー
ツ
賞
記
念
品
授
与
式

☆
個
人
の
部
☆

☆
団
体
の
部
☆

　
３
月
13
日（
日
）町
体
育
協
会（
会
長 

濱 

正
一
）主
催
の
、優
秀
ス
ポ
ー
ツ

賞
記
念
品
授
与
式
が
中
央
公
民
館
で
行
わ
れ
、個
人
の
部
22
名
、団
体
の
部

１
団
体
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

 

 

松
原
少
年
野
球
ク
ラ
ブ

第
32
回
全
国
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
軟
式
野
球
交
流
大
会

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
予
選
大
会
　
２
位

 

添
削
の
一
字
が
重
し
春
灯

お
水
取
り
卍
火
焰
や
闇
を
裂
く

乾
く
ほ
ど
か
さ
こ
そ
騒
ぐ
若
布
干
し

試
歩
の
友
一
歩
一
歩
に
青
き
踏
む

松
植
う
る
大
き
く
な
あ
れ
春
の
水

浜
大
根
津
波
情
報
知
ら
ぬ
げ
に

逃
げ
惑
ふ
炎
の
恐
怖
三
月
忌

書
に
籠
る
癖
ぬ
け
や
ら
ず
春
炬
燵

春
の
雪
旅
の
支
度
の
手
を
と
め
る

受
診
待
つ
椅
子
に
マ
ス
ク
の
人
ば
か
り

会
ひ
た
く
も
あ
へ
ぬ
亡
き
娘
に
彼
岸
経

梅
林
の
一
枝
手
折
り
て
野
立
か
な

誕
生
日
子
ら
に
祝
は
れ
部
屋
温
し

国
生
み
の
畑
整
然
と
風
光
る
　
　

紅
梅
も
雪
を
被
り
て
竦
み
け
り

今
雨
期
と
言
ふ
国
か
ら
の
年
賀
状

春
立
つ
や
町
の
松
の
日
松
を
植
う

吉
田
　
幸
枝

三
橋
　
千
代

西
　
　 
悦
子

吉
田
　
　 
京

西
　
　 

静
代

内
原
　
芳
枝

東
原
　
京
子

谷
岡
　
米
子

西 

　
ひ
と
み

平
尾
　
晴
美

磯
田
　
公
子

吉
田 

チ
エ
子

村
尾 

千
代
子

尾
浦
　
澄
子

山
羽
　
義
貴

片
山
　
寛
子

西
　
　 

天
涯

か
つ
ら
ぎ
藻
の
花
句
会
抄

井
原 

　
　
遼

若
野 

　
泰
成

橋
本 

　
　
陸

小
竹 

　
達
也

田
淵 

久
仁
彦

三
宅 

　
遥
人

龍
神 

　
克
典

岡
田 

　
椋
太

小
園 

　
陸
斗

小
川 

　
嶺
瑳

　杉
元 

　
優
斗

・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・

右
代
谷 

淳
元

山
本 

　
大
貴

福
井 

　
克
実

武
内 

　
凌
茄

北
村 

　
宗
太

大
森 

　
光
洋

谷
口
　
　 

凛

若
野 

　
宏
成

田
中
　
　 

心

宮
井 

　
康
貴

濱
崎 

　
公
彰

浜
口 

　
知
也

大
星 

　
博
暉

小
竹 

　
雄
大

杉
元 

　
祥
希

田
中 

　
　
仁

福
田 

昇
太
郎

中
村 

　
晟
人

小
竹 

　
浩
斗

中
村 

　
悦
人

赤
松 

慎
ノ
介

い
わ
は
し

り
ょ
う
す
け

く
わ
ば
ら

み
ど
り

う
え
ま
つ

ち 

は 

や

か
し
わ
ぎ

ゆ
う
す
け

こ 

し 

お

い 

は 

ら

わ 

か 

の

は
し
も
と
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の 

う
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ぶ 

ち
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や 

け

り
ゅ
う
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こ
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し
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と
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し
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ち
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と
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か
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め

ま
さ
あ
き
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会

　
優
勝

小
塩
　
泰
世
（
松
洋
中
学
校
２
年
）

　
全
日
本
選
抜
少
年
剣
道
個
人
錬
成
大
会
出
場

畑
村
　
亜
澄
（
松
洋
中
学
校
２
年
）

　
中
学
２
年
生
以
下
日
高
地
方
選
抜
代
表
メ
ン
バ
ー

　
平
成
22
年
度
第
５
回
和
歌
山
県
ブ
ロ
ッ
ク
優
秀

　
選
手
強
化
練
習
大
会
　
優
勝

徳
永
　
吉
康
（
松
洋
中
学
校
３
年
）

　
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ

　
第
24
回
全
国
都
道
府
県
対
抗
中
学
バ
レ
ー
　

　
ボ
ー
ル
大
会
出
場
　
ベ
ス
ト
16

松
本
　
聖
矢
（
松
洋
中
学
校
３
年
）

　
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ

　
第
24
回
全
国
都
道
府
県
対
抗
中
学
バ
レ
ー
　

　
ボ
ー
ル
大
会
出
場
　
ベ
ス
ト
16

松
本
　
瑞
生
（
松
洋
中
学
校
３
年
）

　
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ

　
第
24
回
全
国
都
道
府
県
対
抗
中
学
バ
レ
ー
　

　
ボ
ー
ル
大
会
出
場
　
ベ
ス
ト
32

池
田
　
育
恵
（
紀
央
館
高
校
１
年
）

　
和
歌
山
県
高
校
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会
　
優
勝

深
瀬
　
法
子
（
耐
久
高
校
１
年
）

　
平
成
22
年
度
和
歌
山
県
高
校
総
体

　
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技
女
子
団
体
優
勝

塩
﨑
　
永
里
加
（
日
高
高
校
２
年
）

　
平
成
22
年
度
和
歌
山
県
高
校
弓
道
選
手
権
大
会

　
女
子
個
人
優
勝

柏
木
　
希
望
（
箕
島
高
校
２
年
）

　
平
成
22
年
度
和
歌
山
県
下
剣
道
高
校
新
人
大
会

　
個
人
の
部
優
勝

浦
邉
　
創
介
（
南
部
高
校
３
年
）

　
平
成
22
年
度
和
歌
山
県
高
校
総
体

　
レ
ス
リ
ン
グ
競
技
120
kg
級
優
勝

原
下
　
恵
実
（
日
高
高
校
３
年
）

　
第
26
回
和
歌
山
県
高
校
女
子
駅
伝
競
走
大
会

　
優
勝

高
垣
　
知
佳
（
紀
央
館
高
校
３
年
）

　
第
65
回
国
民
体
育
大
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近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
大
会

　
ホ
ッ
ケ
ー
競
技
　
第
３
位

吉
留
　
政
明

　
第
23
回
全
国
ス
ポ
ー
ツ
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リ
エ
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シ
ョ
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祭

　
ス
ポ
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と
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２
０
１
０
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

　
ゴ
ル
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大
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和
歌
山
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代
表
と
し
て
出
場

平
成
22
年
度

　優
秀
ス
ポ
ー
ツ
賞
記
念
品
授
与
式

平
成
22
年
度

　優
秀
ス
ポ
ー
ツ
賞
記
念
品
授
与
式

平
成
22
年
度

　優
秀
ス
ポ
ー
ツ
賞
記
念
品
授
与
式

平
成
22
年
度

　優
秀
ス
ポ
ー
ツ
賞
記
念
品
授
与
式

☆
個
人
の
部
☆

☆
団
体
の
部
☆

　
３
月
13
日（
日
）町
体
育
協
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会
長 

濱 

正
一
）主
催
の
、優
秀
ス
ポ
ー
ツ

賞
記
念
品
授
与
式
が
中
央
公
民
館
で
行
わ
れ
、個
人
の
部
22
名
、団
体
の
部

１
団
体
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
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この人この歌

童謡・唱歌・こころの歌

ニュースで追う明治日本発掘2

唱歌のふるさと　旅愁

ニュースで追う明治日本発掘4

童謡歌手からみた日本童謡史

京都駅0番ホームの危険な乗客たち

カッコウの卵は誰のもの

家庭菜園大百科

不等辺三角形

タイトル 著者名 貸出回数

斉藤茂

西東社編集部

鈴木孝一

鮎川哲也

鈴木孝一

長田暁二

西村京太郎

東野圭吾

板木利隆

内田康夫

42回

40回

27回

23回

23回

22回

18回

17回

17回

17回

1

2

3

7

8

6

4

友学の森利用状況友学の森利用状況友学の森利用状況
平成22年度下半期ベストリーダーは、次のとおりです。

■一般図書

たくさんのふしぎ

たくさんのふしぎ

たくさんのふしぎ

こどものとも年少版

たくさんのふしぎ

たくさんのふしぎ

おおきなポケット

たくさんのふしぎ

たくさんのふしぎ

こどものとも年少版

４月

12月

７月

２月

６月

３月

10月

12月

５月

３月

10年

８年

10年

10年

９年

10年

９年

９年

10年

10年

☆5月14日（土）
☆午前10時～午前10時30分
☆中央公民館研修室
☆幼児・児童を対象とした「森のオアシス」による
　絵本・紙芝居の読み聞かせです。
　毎月第2土曜日に開催しています。

今月のおはなし会

タイトル 貸出回数

33回

29回

29回

25回

24回

24回

24回

24回

22回

21回

1

9

10

5

4

2

■雑　誌

だめだめすいか

ちっちゃなトラックレッドくん

アンパンマンとはなのしろ

みんなで！どうろこうじ

アンパンマンとかぜこんこん

はしれはしごしゃ

学習漫画世界の伝記

ジョイ・アダムソン

崖の上のポニョ

なつペンギン

はなかっぱとグチャットン

タイトル 貸出回数

16回

16回

15回

15回

14回

14回

13回

13回

13回

13回

13回

1

7

5

3

■児童図書

映画クレヨンしんちゃん
アクション仮面VSハイレグ魔王

※○で囲んだ日が休館日です。
※休館日は月曜日・祝日・月末などです。
※開館時間は午前9時30分～午後6時です。

休館日のご案内

トムとジェリー火星へ行く

ドラえもんのび太と翼の勇者たち

ピカチュウのわんぱくアイランド

マダガスカル

ヤッターマン

アバター

ピカ★ピカ星空キャンプ

WALL・E　ウォーリー

マーリー世界一おバカな犬が教えてくれたこと

3

4

5

タイトル 貸出回数

37回

37回

36回

35回

32回

28回

28回

24回

24回

24回

6

8

1

■ビデオ

2

9

16

23

30

3

10

17

24

31

4

11

18

25

5

12

19

26

6

13

20

27

7

14

21

28

1

8

15

22

29

月 火 水 木 金 土 日

5 月

子ども手当は引き続き支給されます子ども手当は引き続き支給されます
子ども手当は、平成23年4月～9月までの６カ月間これまでと同じ
月額13,000円で引き続き支給されることになりました。

◆次の方は、申請手続きが必要です。
　・出生などにより新たに養育する子どもができた方
　・既に受給していて、出生などにより養育する子どもが増えた方
　・既に受給していて、他の市町村から引越しをされた方

◆次の方は、手続きの必要はありません。
　・既に受給していて、支給対象となる子どもの数に変更がない方
◆平成23年6月の現況届の提出は不要です。
　ただし、10月に届出・申請などが必要となることがあります。

●支給月 平成23年　6月（平成23年２月分～５月分）
平成23年10月（平成23年６月分～9月分）

●支給金額 子ども１人につき　月額13,000円・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・●支給対象となる子ども 0歳から中学校卒業まで（0歳から15歳になった後最初の3月31日まで）

● 問い合わせ先　住民課・子ども手当係　℡ ２３－４９０４

ご注意

ひまわりこども園ひまわりこども園ひまわりこども園 『子育てつどいのへや』コーナー

前年度同様毎日の開所は、｢ホッとルーム｣とします。
〝ゆったりと〟を心がけ、ほっとできる出会いの場で
ありたいと思います。
園内異動によりスタッフが変わりました。
一年間よろしくお願いします。

１１日（水）　 『イチゴ狩り』
１８日（水）　 『お花や野菜を植えよう』
２５日（水）　 『公園で遊ぼう』

の予定５ 月お友達をさそって遊びにきてくださいね！

☆子育て相談日を毎月設けています

☆子育ての悩みなどを気軽に相談してください

スタッフ紹介 中江 ますみ
店野 久美子

昨年の様子

親子で遊ぼう

午前9時30分～午後0時

子育てつどいのへやを
４月からオープンしています
月曜日～金曜日

お知らせ

午後1時30分～午後4時

● 問い合わせ先　ひまわりこども園　℡ ２２－３６５０
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休館日のご案内

トムとジェリー火星へ行く

ドラえもんのび太と翼の勇者たち

ピカチュウのわんぱくアイランド

マダガスカル

ヤッターマン

アバター

ピカ★ピカ星空キャンプ

WALL・E　ウォーリー

マーリー世界一おバカな犬が教えてくれたこと
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4
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5 月

子ども手当は引き続き支給されます子ども手当は引き続き支給されます
子ども手当は、平成23年4月～9月までの６カ月間これまでと同じ
月額13,000円で引き続き支給されることになりました。

◆次の方は、申請手続きが必要です。
　・出生などにより新たに養育する子どもができた方
　・既に受給していて、出生などにより養育する子どもが増えた方
　・既に受給していて、他の市町村から引越しをされた方

◆次の方は、手続きの必要はありません。
　・既に受給していて、支給対象となる子どもの数に変更がない方
◆平成23年6月の現況届の提出は不要です。
　ただし、10月に届出・申請などが必要となることがあります。

●支給月 平成23年　6月（平成23年２月分～５月分）
平成23年10月（平成23年６月分～9月分）

●支給金額 子ども１人につき　月額13,000円・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・●支給対象となる子ども 0歳から中学校卒業まで（0歳から15歳になった後最初の3月31日まで）

● 問い合わせ先　住民課・子ども手当係　℡ ２３－４９０４

ご注意

ひまわりこども園ひまわりこども園ひまわりこども園 『子育てつどいのへや』コーナー

前年度同様毎日の開所は、｢ホッとルーム｣とします。
〝ゆったりと〟を心がけ、ほっとできる出会いの場で
ありたいと思います。
園内異動によりスタッフが変わりました。
一年間よろしくお願いします。

１１日（水）　 『イチゴ狩り』
１８日（水）　 『お花や野菜を植えよう』
２５日（水）　 『公園で遊ぼう』

の予定５ 月お友達をさそって遊びにきてくださいね！

☆子育て相談日を毎月設けています

☆子育ての悩みなどを気軽に相談してください

スタッフ紹介 中江 ますみ
店野 久美子

昨年の様子

親子で遊ぼう

午前9時30分～午後0時

子育てつどいのへやを
４月からオープンしています
月曜日～金曜日

お知らせ

午後1時30分～午後4時

● 問い合わせ先　ひまわりこども園　℡ ２２－３６５０
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●実施日および会場 

 受付時間：どちらも午前７時30分 ～午前９時まで（時間厳守） 
※午前中にすべての健診を受診できます。 

●健診種目

健 診 種 別 ・ 健 診 内 容 対　象　者 健診料

国保 
特定健康診査 

問診、身体計測（身長・体重・腹囲） 
内科医による診察、血圧測定、血液検査、尿検査 

40歳～74歳の 
国民健康保険加入者のみ 600円

胃がん検診 700円

肺がん検診 問診、レントゲン撮影、喀痰検査（必要な方のみです）  無料 

大腸がん検診 

問診、便潜血検査 
※便に血が混じっているかどうかを調べます。
申し込み者に採便容器をあらかじめ発送しますので、
2日分の便をとって、当日お持ちください。 

40歳以上 

400円

前立腺がん検診 問診、血液検査（PSA） 50歳以上 男性 300円

乳がん検診 
問診、医師による視診・触診 
乳房レントゲン検査（マンモグラフィー） 40歳以上 女性 500円

肝炎ウィルス検診 
問診 
血液検査（C型肝炎ウィルス検査およびHBs抗原検査）

●40歳 
●過去８年間の検診対象者
の内、受診していない方

無料 

生活機能評価 基本チェックリスト、問診、身体計測 

65歳以上 
65歳をむかえた日から 

対象になります 
無料 

    実　施　日 場　　所 申し込み期日 
① ５月29日（日） 美浜町体育センター ５月２日～５月20日 
② ７月３日（日） 地域福祉センター ５月２日～６月24日 

※70歳以上の方は、各種がん検診・肝炎ウィルス検査・生活機能評価(介護予防健診)の健診料が無料です。 
※集団健診(各種がん検診など)に申し込みいただきますと、｢受診決定通知書｣ならびに｢問診票｣などを送付します。 
 

★申し込み締め切り日： ５月29日 総合健診の締切日は、５月20日（金）まで 
５月３日 総合健診の締切日は、５月24日（金）まで 

（注）申し込み期日を過ぎますと受診できないことがありますので、注意してください。 

 
 
 

申し込みされていない方は受診できませんので、
必ず申し込みをしてください。

 

総合健康診査のお知らせ総合健康診査のお知らせ総合健康診査のお知らせ

● 問い合わせ・申し込み先　健康福祉課　℡ ２３－４９５０   

◎受診希望の方は、健康福祉課へ申し込みしてください。電話での申し込みもできます。

特定健康診査の結果より、生活習慣病の発症のリスクが高い方に、個々に合わせた生活改善（栄養・運動など）を支援します

特定健康診査について
内臓脂肪が原因でおこるメタボリックシンドローム（糖尿病や脂質異常、高血圧症等）を
見つける検査内容になります

受診券および案内は、各医療保険者より 別途 郵送されます。

現在、加入しておられる医療保険者（国保・協会けんぽなど）から

案内（受診券など）があります。

それに基づき受診してください。

40歳から74歳までの方は、

75歳以上の方は、「後期高齢者健診」となります。
和歌山県後期高齢者医療広域連合会から案内（受診券）があります。
それに基づき受診してください。

特定健康診査は、40歳を迎えられますと加入しておられる医療保険者
から受診券が送付されます。
なお、40歳になられるまでは、美浜町で同様の健診内容の健診が
受診できますので、ご希望の方は健康福祉課まで問い合わせして
ください。（集団健診のみ利用していただけます）

40歳未満の方へ

特定保健指導について

生活機能評価（介護予防健診）について
65歳を迎えられましたら、必ず年１回は生活機能評価（介護予防健診）を
受けてください。
ただし、介護保険で要支援・要介護認定を受けている方以外が対象となります。
受診の際は、受診券と介護保険被保険者証を持参してください。

 健診時期  健診方法 健診案内および受診票

生活機能評価
（介護予防健診）

５月29日
　～３月31日 集団健診

町が健診案内・受診券を
送付します。

問診、レントゲン撮影
血液検査（集団健診のみで実施。ペプシノーゲンなど、
胃粘膜の萎縮状態を調べる）
※胃がん検診を申し込みされる方で、腎疾患の薬を
　内服されている場合は申し出てください。 
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それに基づき受診してください。

特定健康診査は、40歳を迎えられますと加入しておられる医療保険者
から受診券が送付されます。
なお、40歳になられるまでは、美浜町で同様の健診内容の健診が
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 健診時期  健診方法 健診案内および受診票

生活機能評価
（介護予防健診）

５月29日
　～３月31日 集団健診

町が健診案内・受診券を
送付します。

問診、レントゲン撮影
血液検査（集団健診のみで実施。ペプシノーゲンなど、
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　内服されている場合は申し出てください。 



　ストレスの多い現代社会では、本人の
体力や気持ちの問題ではなく、誰もが、
『こころの病』になる可能性があります。

　御坊保健所では、精神科医（嘱託医）による相談日を設けています。
　不眠･うつ･統合失調症･アルコール依存症･認知症･ひきこもりなど、
こころの不調でお困りの方は、１人で深く思いこむ前に、気軽に相談
してください。
　ご家族の方だけのご相談でもかまいません。

【平成23年度　こころの健康相談予定日】

● 問い合わせ先　御坊保健所　保健福祉課　 ℡ ２２－３４８１
御坊市湯川町財部859－2 FAX ２３－３００４

★各市町保健師を通じて、もしくは保健所まで直接問い合わせしてください。
まずは精神保健福祉相談員・保健師がお話をきかせていただきます。
その上で日程などを調整させていただきます。

※時間は午後2時～　予約制となっております。 
※日程が変更になることがありますので、必ず連絡してください。 

総合健診(集団健診)では、
・胃がん検診のバリウム検査に加え、血液検査(ペプシノゲン検査)を追加しています。
・国保特定健診の血液検査(脂質･血糖･肝機能)では、さらに８項目を追加しています。
・前立腺がん検査(血液検査)を実施しています。
この機会にご自分の健康管理にぜひ活用してください。

有効期限（平成24年３月31日）まで紛失しないよう注意してください。
「各種がん検診等」を受診される際は、

町から送付します「がん検診等受診券」

従来の問診・レントゲン撮影に、血液検査（ペプシノーゲンなど、胃粘膜の萎縮状態が調べられます）が
加わり、検診内容が充実しています。
※胃がん検診を申し込みされる方で、腎疾患の薬を内服されている方は申し出てください。

集団健診で  国保特定健診の血液検査が  8項目追加されています !
特定健診の血液検査(脂質･血糖･肝機能)に加え貧血･尿酸･腎機能検査など8項目を追加しています。

□ 尿の回数が増えた　　　　　　　□ 尿が出にくい
□ 排尿時の痛み　　　　　　　　　□ 残尿感 などあなたも気になる症状はありませんか？

自己発見が難しいとされる初期の前立腺がん。
前立腺がんは50歳を過ぎる頃から増加します。
早期発見のため50歳を過ぎたら前立腺がん検診を受けるようにしましょう。

集 団 健 診 の 胃 が ん 検 診 内 容 が 充 実 ！

各種 がん検診等受診券について

国保　特定健康診査受診券について 

各種 がん検診等受診券について

国保　特定健康診査受診券について 

50歳以上の男性を対象に血液検査（PSA）での前立腺がん検診を実施します！

集団健診で前立腺がん健診が受けられます ！

など、心配なことはありませんか？

『こころの病気なのかどうか心配』

『物忘れがひどくなった』

『眠れない日が続いている』

『何となく不安でイライラする』

『気持ちが落ち込む』

『最近様子がいつもと違う』

例えばこんなこと・・・ 

『こころの健康相談』ご利用案内

6月5月 7月 8月 9月

１６日（木）１９日（木） ７日（木） １８日（木） １５日（木）

２８日（火）３１日（火）
①
② ２６日（火） ３０日（火） ２７日（火）

検診対象者の方は、下記の受診券が送付されます。

美浜町国保から送付します

※個別（医療機関）検診を利用の方は６月１日から開始となります。
●子宮がん検診を受診希望の方は、個別（医療機関）検診を利用してください。
●肝炎ウイルス検診の対象者は、平成23年度中に40歳になられる方、町でおこなった健診で
　肝炎ウイルス検診の機会を逸した方、問診や血液検査の結果で必要と思われる方です。
　（既に肝炎ウイルス検査を受けられた方は除きます）
●骨粗鬆症検診は、40歳･45歳･50歳･55歳･60歳･65歳･70歳の女性が対象です。
　個別（医療機関）検診での受診になります。
●歯周疾患検診は、40歳･50歳･60歳･70歳の方を対象に別途、受診券を改めて郵送します。

有効期限（平成24年３月31日）まで紛失しないよう注意してください。
「特定健診」を受診される際は、

「特定健康診査受診券」

受付で受診券を

必ず提示してください。

国民健康保険被保険者　40～74歳の方は、

右記の受診券が送付されます。

◆特定健診受診券につきましては加入されている保険者（国保・社保等）から送られてきます。 

健康増進法に基づく 美浜町 各種がん検診等受診券について
○美浜町各種がん検診の対象者について
（※ 胃がん検診・大腸がん・肺がん検診は40歳以上が対象です。 ）
（※ 肝炎ウイルス検診は40歳の方または、41歳以上で過去に町実施の 
　  肝炎ウイルス検診を受けていない方が対象です。）
（※ 前立腺がん検診は50歳以上の男性が対象です。）
（※ 生活機能評価は介護予防健診です。65歳以上が対象です。）
（※ 子宮頸部・体部がん検診は20歳以上の女性が対象です。）
（※ 乳房検診は40歳以上の女性が対象です。）
（※ 骨粗鬆症検診は40歳、45歳、50歳、55歳、60歳、65歳、70歳の 
     女性が対象です。）

○費用については受診券欄のとおりです。ただし70歳以上は無料です。

○検診期間

平成23年５月29日～平成24年３月31日

○集団検診をご利用の際は申し込み期間内に役場までお申し込みください。

○医療機関検診をご利用の際は添付している実施医療機関の案内を 
　ご覧のうえ実施医療機関に直接電話予約をしてください。 

○詳細につきましては添付している検診案内をご覧ください。

問い合わせ先　美浜町役場 健康福祉課 
TEL　23－4950

〒644-00××

美浜町△△△

< 

受  

診  

済  

確  

認  

欄 >

●●● ●●●様

平成   年   月   日

がん検診等受診券
◎集団検診・医療機関検診  
受診の際に必ずご持参下さい。 
ご利用は期間内に １ 回です。 

森下 誠史美浜町長

胃がん検診 大腸がん検診 肺がん・結核検診
（喀痰含む）

（個人負担金） （個人負担金）（個人負担金）

（個人負担金）

（個人負担金） （個人負担金） （個人負担金）

（個人負担金） （個人負担金）

集団検診　　　　 
医療機関検診　　1,600円

済印
平成  年  月  日

済印
平成  年  月  日

済印
平成  年  月  日

済印
平成  年  月  日

済印
平成  年  月  日

済印
平成  年  月  日

平成  年  月  日
済印

平成  年  月  日
済印

平成  年  月  日

集団検診
医療機関検診　未実施

集団検診　　　 
医療機関検診　未実施

生活機能評価前立腺がん検診肝炎ウイルス検診
（65歳以上）

集団検診　　　　無料
医療機関検診　　無料

集団検診　　　
医療機関検診　未実施

集団検診　　　無料 
医療機関検診　無料

子宮がん検診
（頸部・体部）

骨粗鬆症検診 乳がん検診

集団検診　　　　　 
医療機関（頸部）　　
医療機関（頸部・体部） 2,200円

集団検診　　　
医療機関検診　1,000円

集団検診　　　未実施 
医療機関検診　1,000円

700円 400円 無料

300円

未実施
1,500円

500円

受付で受診券を必ず提示してください。
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　ストレスの多い現代社会では、本人の
体力や気持ちの問題ではなく、誰もが、
『こころの病』になる可能性があります。

　御坊保健所では、精神科医（嘱託医）による相談日を設けています。
　不眠･うつ･統合失調症･アルコール依存症･認知症･ひきこもりなど、
こころの不調でお困りの方は、１人で深く思いこむ前に、気軽に相談
してください。
　ご家族の方だけのご相談でもかまいません。

【平成23年度　こころの健康相談予定日】

● 問い合わせ先　御坊保健所　保健福祉課　 ℡ ２２－３４８１
御坊市湯川町財部859－2 FAX ２３－３００４

★各市町保健師を通じて、もしくは保健所まで直接問い合わせしてください。
まずは精神保健福祉相談員・保健師がお話をきかせていただきます。
その上で日程などを調整させていただきます。

※時間は午後2時～　予約制となっております。 
※日程が変更になることがありますので、必ず連絡してください。 

総合健診(集団健診)では、
・胃がん検診のバリウム検査に加え、血液検査(ペプシノゲン検査)を追加しています。
・国保特定健診の血液検査(脂質･血糖･肝機能)では、さらに８項目を追加しています。
・前立腺がん検査(血液検査)を実施しています。
この機会にご自分の健康管理にぜひ活用してください。

有効期限（平成24年３月31日）まで紛失しないよう注意してください。
「各種がん検診等」を受診される際は、

町から送付します「がん検診等受診券」

従来の問診・レントゲン撮影に、血液検査（ペプシノーゲンなど、胃粘膜の萎縮状態が調べられます）が
加わり、検診内容が充実しています。
※胃がん検診を申し込みされる方で、腎疾患の薬を内服されている方は申し出てください。

集団健診で  国保特定健診の血液検査が  8項目追加されています !
特定健診の血液検査(脂質･血糖･肝機能)に加え貧血･尿酸･腎機能検査など8項目を追加しています。

□ 尿の回数が増えた　　　　　　　□ 尿が出にくい
□ 排尿時の痛み　　　　　　　　　□ 残尿感 などあなたも気になる症状はありませんか？

自己発見が難しいとされる初期の前立腺がん。
前立腺がんは50歳を過ぎる頃から増加します。
早期発見のため50歳を過ぎたら前立腺がん検診を受けるようにしましょう。

集 団 健 診 の 胃 が ん 検 診 内 容 が 充 実 ！

各種 がん検診等受診券について

国保　特定健康診査受診券について 

各種 がん検診等受診券について

国保　特定健康診査受診券について 

50歳以上の男性を対象に血液検査（PSA）での前立腺がん検診を実施します！

集団健診で前立腺がん健診が受けられます ！

など、心配なことはありませんか？

『こころの病気なのかどうか心配』

『物忘れがひどくなった』

『眠れない日が続いている』

『何となく不安でイライラする』

『気持ちが落ち込む』

『最近様子がいつもと違う』

例えばこんなこと・・・ 

『こころの健康相談』ご利用案内

6月5月 7月 8月 9月

１６日（木）１９日（木） ７日（木） １８日（木） １５日（木）

２８日（火）３１日（火）
①
② ２６日（火） ３０日（火） ２７日（火）

検診対象者の方は、下記の受診券が送付されます。

美浜町国保から送付します

※個別（医療機関）検診を利用の方は６月１日から開始となります。
●子宮がん検診を受診希望の方は、個別（医療機関）検診を利用してください。
●肝炎ウイルス検診の対象者は、平成23年度中に40歳になられる方、町でおこなった健診で
　肝炎ウイルス検診の機会を逸した方、問診や血液検査の結果で必要と思われる方です。
　（既に肝炎ウイルス検査を受けられた方は除きます）
●骨粗鬆症検診は、40歳･45歳･50歳･55歳･60歳･65歳･70歳の女性が対象です。
　個別（医療機関）検診での受診になります。
●歯周疾患検診は、40歳･50歳･60歳･70歳の方を対象に別途、受診券を改めて郵送します。

有効期限（平成24年３月31日）まで紛失しないよう注意してください。
「特定健診」を受診される際は、

「特定健康診査受診券」

受付で受診券を

必ず提示してください。

国民健康保険被保険者　40～74歳の方は、

右記の受診券が送付されます。

◆特定健診受診券につきましては加入されている保険者（国保・社保等）から送られてきます。 

健康増進法に基づく 美浜町 各種がん検診等受診券について
○美浜町各種がん検診の対象者について
（※ 胃がん検診・大腸がん・肺がん検診は40歳以上が対象です。 ）
（※ 肝炎ウイルス検診は40歳の方または、41歳以上で過去に町実施の 
　  肝炎ウイルス検診を受けていない方が対象です。）
（※ 前立腺がん検診は50歳以上の男性が対象です。）
（※ 生活機能評価は介護予防健診です。65歳以上が対象です。）
（※ 子宮頸部・体部がん検診は20歳以上の女性が対象です。）
（※ 乳房検診は40歳以上の女性が対象です。）
（※ 骨粗鬆症検診は40歳、45歳、50歳、55歳、60歳、65歳、70歳の 
     女性が対象です。）

○費用については受診券欄のとおりです。ただし70歳以上は無料です。

○検診期間

平成23年５月29日～平成24年３月31日

○集団検診をご利用の際は申し込み期間内に役場までお申し込みください。

○医療機関検診をご利用の際は添付している実施医療機関の案内を 
　ご覧のうえ実施医療機関に直接電話予約をしてください。 

○詳細につきましては添付している検診案内をご覧ください。

問い合わせ先　美浜町役場 健康福祉課 
TEL　23－4950

〒644-00××

美浜町△△△

< 

受  
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欄 >

●●● ●●●様

平成   年   月   日

がん検診等受診券
◎集団検診・医療機関検診  
受診の際に必ずご持参下さい。 
ご利用は期間内に １ 回です。 

森下 誠史美浜町長

胃がん検診 大腸がん検診 肺がん・結核検診
（喀痰含む）

（個人負担金） （個人負担金）（個人負担金）

（個人負担金）

（個人負担金） （個人負担金） （個人負担金）

（個人負担金） （個人負担金）

集団検診　　　　 
医療機関検診　　1,600円

済印
平成  年  月  日

済印
平成  年  月  日

済印
平成  年  月  日

済印
平成  年  月  日

済印
平成  年  月  日

済印
平成  年  月  日

平成  年  月  日
済印

平成  年  月  日
済印

平成  年  月  日

集団検診
医療機関検診　未実施

集団検診　　　 
医療機関検診　未実施

生活機能評価前立腺がん検診肝炎ウイルス検診
（65歳以上）

集団検診　　　　無料
医療機関検診　　無料

集団検診　　　
医療機関検診　未実施

集団検診　　　無料 
医療機関検診　無料

子宮がん検診
（頸部・体部）

骨粗鬆症検診 乳がん検診

集団検診　　　　　 
医療機関（頸部）　　
医療機関（頸部・体部） 2,200円

集団検診　　　
医療機関検診　1,000円

集団検診　　　未実施 
医療機関検診　1,000円

700円 400円 無料

300円

未実施
1,500円

500円

受付で受診券を必ず提示してください。
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足のアーチが落ち込むと

サイズの合わない靴 足のアーチが
落ち込んでいる
人が多いのです！！

☆元気はつらつ教室☆

☆地域巡回いきいきサロンのお知らせ☆
地域での交流を目的に各地区でサロンを行っています。 
身近な場所で行いますので、みなさんお誘い合わせお越しください。 

※参加費無料 申し込み等の必要はありませんので気軽に参加してください。
● 問い合わせ先　美浜町社会福祉協議会　℡ 23－5393

今月の教室のテーマは「足のアーチを復活させよう!! 」です。

※参加費無料 申し込み等の必要はありませんので気軽に参加してください。 
※概ね65歳以上の方対象です。運動しやすい服装でお越しください。 

○歩き方が不安定になる　○姿勢が悪くなる
○膝や腰が痛くなる　　　○足が冷える 

①

②③

平成21年国民健康・栄養調査の結果では、習慣的に朝ご飯をほとんど食べない人の割合は、男女とも
20歳代（男性21.0％、女性14.3％）、30歳代（男性21.4％、女性10.6％）で高くなっています。

美浜町地域包括支援センターです！美浜町地域包括支援センターです！
足のアーチ足のアーチって知ってますか？？って知ってますか？？

場　所日　程 内　容
吉原西集会場
田井畑コミュニティセンター
浜ノ瀬住民会館
新浜さざなみ荘

 ９日（月）
時　間

午後１時30分～ 大正琴・踊り・リハビリゲーム19日（木）
23日（月）
25日（水）

場　所日　程 内　容時　間

地域福祉センター
 ９日（月）

午後１時30分～ 青竹マーチング
23日（月）

あなたは朝ご飯食べてる？？

朝ご飯を食べると良いことたくさん！

朝ご飯を食べるには「早く寝る・よく眠る」ことが大切

● 就寝時間にこだわらない。毎朝同じ時間に起床し、朝日を浴びる。
　→朝日の光で体内時計がリセットされ、約14～16時間後に自然な眠気が出現します。
● 睡眠時間にこだわらない　→日中に眠気や居眠りがなければ大丈夫。
● 必要以上に床の中で過ごさない。休日も起床時間を一定に。
● 昼寝は午後３時頃までに。20～30分程度で。
● 夕食後にカフェインを含む飲み物を避ける。（コーヒー・紅茶・緑茶・コーラ・健康ドリンクなど）
● 寝酒は不眠のもと　→眠りが浅くなり、中途覚醒が増える。連用することで耐性が生じる。

● 健やかな睡眠を得るためのポイント ●

この3つのアーチのおかげで、
人間は二本足で立っていられます。　

3つのアーチは、歩くときのバランスを
とったり、歩くときの衝撃をクッション
変わりに受け止めてくれています。

　朝ご飯を食べないと「脳はお暇に」なってしまい、
生活リズムが乱れ、体調を崩しやすくなります。

「脳が活発」「排便ですっきり」

「感情おだやかでイライラしない」

「いらない脂肪が減る」

「朝食をとって栄養補給」

朝ご飯をたべると…

体にとって良いことだらけ

などの症状が現れます 

しかし 歩くことが少ない
歩き方に癖がある

朝ご飯は午前中活動するためのエネルギー源になります。
脳は血液中のブドウ糖しかエネルギー源にできないので、
朝ご飯を抜くと脳のエネルギーが不足して、「脳が不活発」
になり「イライラして落ち着きがなくなったり」 
「集中力が低下」したりします。

食べたものが胃の中に入ると、その刺激で大腸が活発に働
き、便意をもよおします。
この運動は朝に最も強く現れますが、朝ご飯を食べないと
刺激がなくなり「排便が減退」します。

朝ご飯を抜くとお昼にお腹が空きすぎて、まとめ食いに
なりがちです。
体は得られた栄養を逃さず吸収して貯め込もうとし、太り
やすい体質「肥満」になりやすくなります。

また、2回食になるので1日に必要な「栄養が不足」して
しまいます。

　習慣的に朝食を食べる人では、朝食を食べるのに必要なことに「早く寝る、よく眠る」と回答する人が、男女とも
最も多いです。
　早寝早起きは朝ご飯を食べる時間ができる他、朝日を浴びることで体内時計がリセットされて体内リズムが
整うため、一日を快適に過ごすことができます。
　また、睡眠は体の疲れをとるだけでなく、「心を穏やかにする」「意欲ややる気が出る」などの心の健康にとっても
大事なものです。
　早寝早起きし、朝ご飯を食べましょう。

●

●

●

●

美 すで推食町浜美 すで推食町浜美 すで推食町浜

元気はつらつ教室 講師の歌って笑って楽しい健康づくり研究所の くわばら りみ です

足のアーチが落ち込んでいる人が多いのは本当です(>_<) 

でも、大丈夫!! 足のアーチは復活するのです!! 

5月の元気はつらつ教室では、足のアーチが本来の姿・働きができるような体操を考えています。

その他にも、家で毎日簡単にできる楽しい健康づくり方法もお教えします。

ぜひ参加してください!

①横アーチ
親指と小指の間
タコ・魚の目の原因は、このアーチが
できていないことが多いです

②外側縦アーチ
小指とかかとの間

③内足縦アーチ
親指とかかとの間・・・土踏まずのこと

こんにちは

知らない人も大丈夫!! 

毎回、まつりん&ぼっくりん体操をします♪ 

みんなで楽しく覚えましょう(*^_^*) 

● 問い合わせ先　美浜町地域包括支援センター　℡ 23－4905

14
みはま2011.5　

15



みはま2011.5　

足のアーチが落ち込むと

サイズの合わない靴 足のアーチが
落ち込んでいる
人が多いのです！！

☆元気はつらつ教室☆

☆地域巡回いきいきサロンのお知らせ☆
地域での交流を目的に各地区でサロンを行っています。 
身近な場所で行いますので、みなさんお誘い合わせお越しください。 

※参加費無料 申し込み等の必要はありませんので気軽に参加してください。
● 問い合わせ先　美浜町社会福祉協議会　℡ 23－5393

今月の教室のテーマは「足のアーチを復活させよう!! 」です。

※参加費無料 申し込み等の必要はありませんので気軽に参加してください。 
※概ね65歳以上の方対象です。運動しやすい服装でお越しください。 

○歩き方が不安定になる　○姿勢が悪くなる
○膝や腰が痛くなる　　　○足が冷える 

①

②③

平成21年国民健康・栄養調査の結果では、習慣的に朝ご飯をほとんど食べない人の割合は、男女とも
20歳代（男性21.0％、女性14.3％）、30歳代（男性21.4％、女性10.6％）で高くなっています。

美浜町地域包括支援センターです！美浜町地域包括支援センターです！
足のアーチ足のアーチって知ってますか？？って知ってますか？？

場　所日　程 内　容
吉原西集会場
田井畑コミュニティセンター
浜ノ瀬住民会館
新浜さざなみ荘

 ９日（月）
時　間

午後１時30分～ 大正琴・踊り・リハビリゲーム19日（木）
23日（月）
25日（水）

場　所日　程 内　容時　間

地域福祉センター
 ９日（月）

午後１時30分～ 青竹マーチング
23日（月）

あなたは朝ご飯食べてる？？

朝ご飯を食べると良いことたくさん！

朝ご飯を食べるには「早く寝る・よく眠る」ことが大切

● 就寝時間にこだわらない。毎朝同じ時間に起床し、朝日を浴びる。
　→朝日の光で体内時計がリセットされ、約14～16時間後に自然な眠気が出現します。
● 睡眠時間にこだわらない　→日中に眠気や居眠りがなければ大丈夫。
● 必要以上に床の中で過ごさない。休日も起床時間を一定に。
● 昼寝は午後３時頃までに。20～30分程度で。
● 夕食後にカフェインを含む飲み物を避ける。（コーヒー・紅茶・緑茶・コーラ・健康ドリンクなど）
● 寝酒は不眠のもと　→眠りが浅くなり、中途覚醒が増える。連用することで耐性が生じる。

● 健やかな睡眠を得るためのポイント ●

この3つのアーチのおかげで、
人間は二本足で立っていられます。　

3つのアーチは、歩くときのバランスを
とったり、歩くときの衝撃をクッション
変わりに受け止めてくれています。

　朝ご飯を食べないと「脳はお暇に」なってしまい、
生活リズムが乱れ、体調を崩しやすくなります。

「脳が活発」「排便ですっきり」

「感情おだやかでイライラしない」

「いらない脂肪が減る」

「朝食をとって栄養補給」

朝ご飯をたべると…

体にとって良いことだらけ

などの症状が現れます 

しかし 歩くことが少ない
歩き方に癖がある

朝ご飯は午前中活動するためのエネルギー源になります。
脳は血液中のブドウ糖しかエネルギー源にできないので、
朝ご飯を抜くと脳のエネルギーが不足して、「脳が不活発」
になり「イライラして落ち着きがなくなったり」 
「集中力が低下」したりします。

食べたものが胃の中に入ると、その刺激で大腸が活発に働
き、便意をもよおします。
この運動は朝に最も強く現れますが、朝ご飯を食べないと
刺激がなくなり「排便が減退」します。

朝ご飯を抜くとお昼にお腹が空きすぎて、まとめ食いに
なりがちです。
体は得られた栄養を逃さず吸収して貯め込もうとし、太り
やすい体質「肥満」になりやすくなります。

また、2回食になるので1日に必要な「栄養が不足」して
しまいます。

　習慣的に朝食を食べる人では、朝食を食べるのに必要なことに「早く寝る、よく眠る」と回答する人が、男女とも
最も多いです。
　早寝早起きは朝ご飯を食べる時間ができる他、朝日を浴びることで体内時計がリセットされて体内リズムが
整うため、一日を快適に過ごすことができます。
　また、睡眠は体の疲れをとるだけでなく、「心を穏やかにする」「意欲ややる気が出る」などの心の健康にとっても
大事なものです。
　早寝早起きし、朝ご飯を食べましょう。

●

●

●

●

美 すで推食町浜美 すで推食町浜美 すで推食町浜

元気はつらつ教室 講師の歌って笑って楽しい健康づくり研究所の くわばら りみ です

足のアーチが落ち込んでいる人が多いのは本当です(>_<) 

でも、大丈夫!! 足のアーチは復活するのです!! 

5月の元気はつらつ教室では、足のアーチが本来の姿・働きができるような体操を考えています。

その他にも、家で毎日簡単にできる楽しい健康づくり方法もお教えします。

ぜひ参加してください!

①横アーチ
親指と小指の間
タコ・魚の目の原因は、このアーチが
できていないことが多いです

②外側縦アーチ
小指とかかとの間

③内足縦アーチ
親指とかかとの間・・・土踏まずのこと

こんにちは

知らない人も大丈夫!! 

毎回、まつりん&ぼっくりん体操をします♪ 

みんなで楽しく覚えましょう(*^_^*) 

● 問い合わせ先　美浜町地域包括支援センター　℡ 23－4905
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美
彩
会

　講
師

　
　
　山
内

　光
吉
さ
ま

　
私
た
ち
は
、パ
ス
テ
ル
画（
洋
画
）の

グ
ル
ー
プ
で
、公
民
館
講
座
終
了
後
に
６
名

で
発
足
い
た
し
ま
し
た
。

　
平
成
18
年
の
、中
央
公
民
館
で
の
美
彩
会

パ
ス
テ
ル
画
展
は
大
好
評
で
、町
内
外
よ
り

沢
山
の
方
々
に
御
高
覧
頂
く
こ
と
が
で
き
、

そ
の
折
に
、 

４
名
の
方
が
入
会
。

　
今
年
で
７
年
に
な
り
ま
す
が
、花
や
静
物
、

風
景
な
ど
、 

楽
し
く
描
い
て
い
ま
す
。

　
毎
月
、第
一
・
三 

月
曜
日
を
勉
強
会
と
し
て

（
祝
日
な
ど
で
変
更
の
時
あ
り
）パ
ス
テ
ル
画

の
上
達
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
と
は
言
う
も
の
の
、冗
談
を
言
っ
た
り
、

世
間
話
を
し
た
り
、情
報
交
換
を
し
た
り
、

ワ
イ
ワ
イ
ガ
ヤ
ガ
ヤ
と
仲
良
く
、楽
し
く
、

面
白
く
、真
面
目
に
パ
ス
テ
ル
画
を
描
い
て

い
ま
す
。

　
今
年
は
秋
の
文
化
祭
へ
の
出
品
と
、

グ
ル
ー
プ
展
が
開
催
で
き
た
ら
良
い
な
と

思
っ
て
い
ま
す
。

【
パ
ス
テ
ル
画
と
は
】

★
チ
ョ
ー
ク
状
で
子
供
の
ク
レ
ヨ
ン
の
よ
う
に

　
気
軽
に
書
け
る
。

★
パ
ス
テ
ル
は
18
世
紀
頃
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

　
の
画
家
た
ち
に
大
変
愛
さ
れ
、ド
ガ「
踊
り

　
子
」、ル
ノ
ワ
ー
ル「
少
女
」な
ど
が
有
名
。

　
マ
ネ
、ル
ド
ン
、ク
レ
ー
、ピ
カ
ソ
な
ど
も

　
多
く
の
パ
ス
テ
ル
画
を
残
し
て
い
ま
す
。

　

将
来
に
向
け
て

　
今
日
ま
で
の
よ
う
に
、楽
し
く
、に
ぎ
や
か
に
、

前
進
し
て
い
け
れ
ば
一
番
良
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　
「
こ
こ
ろ
」は
だ
れ
に
も
見
え
な
い
け
れ
ど

　
「
こ
こ
ろ
づ
か
い
」は
見
え
る　

　
「
思
い
」は
見
え
な
い
け
れ
ど

　
「
思
い
や
り
」は
だ
れ
に
で
も
見
え
る

　

多
く
の
人
が
、テ
レ
ビ
な
ど
で
聞
い
た

こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
の
詩
は
、宮
澤
章
二
さ
ん
の「
行
為
の

意
味
」の
一
節
だ
と
、松
洋
中
学
校
入
学
式
で

校
長
先
生
の
お
話
に
あ
り
ま
し
た
。

　

思
い
や
り
の
気
持
ち
を
持
っ
て
い
て
も

な
か
な
か
行
動
に
移
す
こ
と
は
難
し
い
。

　

し
か
し
、そ
の
美
し
い
気
持
ち
は
、行
為

に
な
っ
て
こ
そ
初
め
て
意
味
が
あ
る
と
い

う
こ
と
に
気
づ
い
て
も
ら
い
た
い
。

　

言
わ
れ
れ
ば
そ
の
と
お
り
で
す
が
、な
か

な
か
で
き
な
い
の
が
私
自
身
で
す
。

　

思
い
や
り
、こ
こ
ろ
づ
か
い
の
で
き
る

人
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

町
内
か
ら
初
の
青
年
海
外
協
力
隊
員
と

し
て
、現
在
、森
本
佳
樹
さ
ん
が
2
年
間

フ
ィ
リ
ピ
ン
で
生
活
が
苦
し
い
漁
村
の

支
援
を
す
る
た
め
、活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

漁
村
の
一
人
ひ
と
り
の
生
活
向
上
の
た
め

貢
献
し
た
い
と
い
う
、高
い
志
を
持
っ
た
若

者
で
す
。

　

J
I
C
A(

独
立
行
政
法
人
国
際
協
力

機
構)

の
協
力
隊
員
森
本
さ
ん
の
活
躍
を
、

和
歌
山
美
浜
か
ら
願
う
と
と
も
に
、2
年
後

逢
え
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
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会
員
募
集
中
で
す
!!

4月1日　役場 新規採用職員

（
M
・
M
）
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内


